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435　　Tc－99m・tebor・xime（sQ　30217）の運動負荷後局所

心筋クリアランスの計測による冠動脈病変の検出

山上英利、小塚隆弘（大阪大学、放射線科）、石田良雄、

両角隆一、谷明博、堀正二、北畠顕、鎌田武信
（同、第一内科）

　Tc－99m　teboroXime（SQ）局所心筋クリアランスの観察に

より冠動脈病変の検出が可能であるかを検討するため、

冠動脈疾患4例、正常4例に、運動負荷時にSQ静注後、左

前斜位より10蜘㎞eのdynamic　planar　imagingを施行し

た。左室局所心筋像上に設定したROIにおける時間放射能

曲線の一次指数関数近似によりクリアランス係数k（min・1）

を得、局所クリァランスの指標とした。その結果、（1）下

壁領域は肝集積の影響を受け近似困難で、右冠動脈病変

の検出は困難と考えられた。（2）LADおよびLCXの狭窄領

域のkは正常例のkのmean－2SD以下であり、両狭窄病変の

検出が可能であった。

436　　　SQ30217による心筋下壁病変の描出について

氏田万寿夫、青木　学、大脇和彦、森　豊、川上憲司（慈

恵医大放射線科）、島田孝夫、清水光行（同第三内科）

浅原　朗（JR東京総合病院放射線科）

　右冠動脈病変患者7名を対象に、”MTc－SQ30217（SQ）お

よび2DITI（T1）の負荷心筋シンチグラフィを施行し比較検

討した。視覚的評価で下壁病変描出能は7例中2例は著明

な肝放射能の影響のため、T1が優れていた。定量的評価

では、Tlで下壁のactiviryは低かったが両者の間で有意な

差は得られなかった。SQは投与後早期より肝への集積

を示すことが特徴とされ、それが下壁の読影のさまたげ

となる可能性もある。しかし、緊急使用でき、”mTcの持

つ物理的利点を考慮すると十分有用な心筋シンチグラフ

ィ製剤であると考えた。

437　　Tc－99m　sQ30217を用いた運動負荷法による

心筋虚血検出の臨床的検討

宮川朋久，盛合直樹，細川俊一，深見健一，肥田敏比古，

平盛勝彦（岩手医大第二内科）中居賢司（同臨床検査）

加藤邦彦，高橋恒男，柳澤　融（同放射線科）

　新しい心筋血流トレーサーであるTc99m　SQ　30217（555

MBq）を用い，運動負荷心筋SPECTによる心筋虚血検出の

臨床的有用性を検討した。対象は労作性狭心症患者8例

とした。方法二自転車エルゴメータを用いて75W一定負

荷を行い，負荷2分後および3時間後のSPECTを撮像し

た。データ収集は180度32方向で，RAO　30度より開始し

180度終了点より再び開始点まで反転させ，1方向32秒

で行った。結果：冠動脈造影による狭窄部位との対比で

は1枝，2枝病変ともに虚血部位との良好な一致が得ら

れた。多枝病変でも比較的良好な一致が得られた。Tc－

99mSQ30217は心筋虚血の検出に有用であった。

438　　　多結晶型ガンマカメラ（Sln－400）を用いた心

機能解析の臨床応用

汲田伸一郎，西村恒彦，下永田剛，植原敏勇，

岡　尚嗣（国循セン放診部）

　多結晶型ガンマカメラは高計数特性を有するため、フ

ァーストパス法による心機能解析に優れており、シンチ

コア社製SIM－400を用いて算出したLVEFは、心拍同期心

プールシンチならびに心臓カテーテル造影検査にて求め

たEFと良好な相関を示した。臨床応用として①虚血性心

疾患を対象とした。99　nTc－nlBI投与時e：　Sln－400を用

いたファーストパスを併用し、心機能・心筋灌流の同時

評価を行った．　②急性心筋梗塞をKわれた症例に対し

99m　Tc－PYP心筋シンチグラフィを施行する際、　SIM　400、

による（梗塞部）心機能評価を行い、補助的診断指標と

した。心臓核医学におけるSIM－400の利用法は多岐にわ

たり、広く臨床応用が可能であることが示された。

439　　3次元画像を用いた左室長tS設定の試み

　　　　　　　一心筋imagingにおいて一

　永島淳一、篠原広行、國安芳夫（昭和大学藤が丘病院

　放射線科）

　八谷正行、千葉一夫（都立多摩老人医療センター

　核医学放射線部）

　従来、心筋SPECTにおいて画像再構成時、左室長軸設

定は水平断層hを用いて行なって来たが、心臓の位置・

方向、欠損部位などにより長軸を設定しずらい場合が生

ずる。今回、32方向の投影像より得られた3次元画像を

元とし長軸の設定を行ない、それを水平断面像へ移行後

断層像の作成を行なった。本法における心臓の位置・方

向、欠損部位などによる影響について基礎的検討ならび

に若平の臨床応用を加え報告する。

440　　　BMIPP（β一methyl　iodoPhenyl　Pentadecanoic　acid）

シンチグラフィの意義　一m：Tlとの対比一

河本雅秀、玉木長良、米倉義晴、高橋範雄、小西淳二

（京都大学核医学科）野原隆司、神原啓文（同第三内科）

池窪勝治、伊藤秀臣、加藤洋　（神戸中央市民病院）

心筋梗塞28例にBIVfiPPシンチグラフィを施行し、同時期

に施行したT1シンチグラフィと共にRIの集積を4段階にス

コア化して対比した。24％の区域でBMIPP　の集積がTlの

集積に比して低下が見られた。このような所見の乖離は

心筋梗塞発症後早期の症例、及びPTCA施行後の症例で高

頻度に見られた（各々44％　vs．23％、61％　vs．25％　共に

p＜0．Ol）。また、左室造影所見より壁運動を4段階にスコ

ア化し、これがTl集積のスコアより低い区域でも同様の

乖離が高頻度に見られた（46％vs．12％　p〈O．Ol）。　BMIPP

は梗塞心筋における血流と壁運動の関係の理解に役立つ

と考えられた。
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